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令和６年度八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 議事録 

開催日時 
令和７年３月２６日（水） 

午前１０時から午前１１時１０分まで 
開催場所 

八潮メセナ ２階 

集会室 

出 席 者 

（敬称略） 

（１号委員）右川 清夫、関根 幸子、織田 隆志、鈴木 孝一、平本 なるみ 

古庄 正登 

（２号委員）山田 洋 

（３号委員）秋元 理香 

欠 席 者 

（敬称略） 
𠮷川 久、中元 里織 傍聴者数 １人 

内容 

令和６年度第３回八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

１ 開会 

２ 諮問 

３ 議事 

（１）第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要及び基本目標（素案） 

（２）第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 対象事業（素案） 

４ その他 

５ 閉会 

提供資料 

令和６年度第３回八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会次第 

資料１   第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案） 

資料２   第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 基本目標（素案） 

資料３   第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 対象事業（素案） 

資料４   第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 対象事業一覧（素案） 

参考資料１ これまでのご意見とその対応について 

参考資料２ 第６次八潮市総合計画 序論・基本構想・基本計画（素案） 
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【議事詳細】 

 令和６年度第３回八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会                               

１ 開会 

 

２ 諮問 

 

３ 議事 

（１）第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要及び基本目標（素案）について 

資料１「第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）」における総合戦略の概要と、

資料２「第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 基本目標（素案）」における前回の審議

会からの主な変更点について説明 

 

 ○質疑応答 

   なし 

 

（２）第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略における対象事業（素案）について 

  資料３「第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 対象事業（素案）」における前回の審

議会からの主な変更点と、資料４「第３期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 対象事業一覧

（素案）」について説明 

 

 ○質疑応答 

 ・委員 

  基本目標２の５「公共交通維持事業（仮）」のＫＰＩである「シェアサイクルステーション設置

数」の数値は、その年に市内で何カ所設置されているか示すものであり、新規に設置する数ではな

いという認識でよいか。 

 →事務局 

お見込みの通り。 

 

 ・委員 

基本目標２の４「北部拠点まちづくり事業」の事業概要に「情報を積極的に発信する」とあるが、

現状なにか発信しているのか。 

→事務局 

  市のホームページにおいて、外環八潮ＰＡやスマートＩＣの進捗状況等を掲載しており、その閲

覧数を本事業のＫＰＩに設定している。 

 

・委員 

  現状値が、令和５年度と令和６年度で混同しているが、最終的には統一されるのか。 

 →事務局 

今の時点では、原則令和５年度としているが、実際に計画が策定される際には、令和６年度の数

値が確定するため、令和６年度の数値を現状値として掲載する予定である。 
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・委員 

  各事業に設定されているＫＰＩは、毎年数値が示されるという認識でよいか。 

→事務局 

各事業の目標であるＫＰＩについては、毎年数値が示されるものを設定している。ただし、基本

目標の方の数値目標については、一部、数値が出ない年度がある目標を設定しているため、１つの

基本目標に対し２つの数値目標を設定し、必ず２つのうち１つは数値が示されるようにしている。 

 

・委員 

  基本目標４の３「防犯施設整備事業」のＫＰＩである防犯灯について、昨今、町会加入者が減少

している中、町会加入者だけで費用を負担していると思うが、補助内容等の見直しはしないのか。 

→事務局 

  現時点で補助内容を直ちに見直すといった予定はない。しかし、本事業は、町会・自治会が設置、

管理する防犯灯について補助をすることで防犯灯の設置数を増やしていくという目標であること

から、事業を進める中で結果が芳しくないようであれば、事業内容の見直しも検討する必要がある。 

 ・委員 

  防犯灯の費用は、現在、市で全額補助しているはずで、あとは、町会加入率の問題と思われる。 

・委員 

 市が全額補助をしているなら、防犯灯の増設は市の補助金次第ではないか。 

→事務局 

 町会には、設置と管理をお願いしているため、球切れ等は町会で直していただくことになる。そ

のため、市で補助が出たとしても、手が回らないため、増設しないといったことがありうる。その

ため、防犯灯の補助とは別に、町会・自治会の加入率も課題であると認識していることから、基本

目標４の４「コミュニティ意識高揚事業」にて、町会加入世帯数を上げていくことを目標に掲げた

事業を盛り込んでいる。 

 

・委員 

基本目標４の４「コミュニティ意識高揚事業」における「コミュニティ活動」とは、実際どのよ

うなことをやっているのか。 

→事務局 

コミュニティ意識の醸成を図るものとして、町会自治会が実施する子供や外国人住民等を対象と

した交流事業等に対し、市が補助を行っている。しかし、補助対象の要件が限られていることから

活用が難しいため、担当課において、補助内容の見直しを行っているところである。 

 

・委員 

 コミュニティ活動とは、町会の方が公民館を開放して何か事業を行うということか。 

→事務局 

現時点では、補助対象を公民館でのイベントとしているが、それを公民館に限定するかどうかも

含めて、担当課で検討している。町会が主体となって、公民館などの場所を使って、町会に加入し

ている方以外の方も対象としたイベントを開催してほしいと考えている。 
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・委員 

 イベントの開催実績はあるのか。 

→事務局 

  件数は少ないが、あると聞いている。 

 

・委員 

道路陥没事故に関連する内容は盛り込まないのか。 

→事務局 

総合戦略とは、人口減少問題の克服や地域活性化を目的とし、それに特化したものであるため、

事故関連の内容は戦略には入らない。しかし、今回参考資料２でお配りした、第３期まち・ひと・

しごと創生総合戦略の基となる「第６次八潮市総合計画」には、今回の事故を踏まえて、インフラ

の老朽化について追記したところである。 

  ・委員 

   事故に関する内容は、基本目標４の「誰もがくらしやすい安全安心なまちづくり」にあてはま

るのではないか。 

  ・委員 

   基本目標２の「『住みやすさナンバー１のまち やしお』にもあてはまるため、一言あっても

いいのではないか。 

→事務局 

インフラ整備について、市がやるべきこととしては、粛々と適切な維持管理・点検をしていく

ことだが、総合戦略は自治体が当たり前にやるべき事業を盛り込むというよりかは、それ以外に

市が戦略的に実施する事業を盛り込むものなので、そういった事業があれば、対象事業の追加を

検討する。 

 

・委員 

 基本目標４の６「自治体ＤＸ推進事業」の「ＤＸ」とはどういう意味か。 

→事務局 

ＤＸとは、「デジタル・トランスフォーメーション」の略。これまで行政の手続きは、紙で手続

きが多かったが、例えば端末で申し込みをすれば、申請書を書かなくても手続きができるようにす

ることで、業務の効率化を図り、市民の利便性も高められるようになることである。 

現状では、市民課の書かない窓口等の一部の業務においてペーパーレス化が進んでいるが、今後

もスマートフォン等によるオンライン申請が可能な業務を増やしていきたいと考えている。 

  

・委員 

 ＫＰＩの数値設定が、令和８年度から令和１２年度まで同じ数値が並ぶものが多いが、年度ごと

に上がっていく数値でないと、年間目標として適切ではないのではないか。例えば、基本目標３の

６「学校ＩＣＴ教育推進事業」のＫＰＩである「理解度等に合わせて課題に取り組む場面で、児童

生徒が端末を週３回以上活用する学校の割合」は、令和８年度に 80％を達成するなら、令和 12年

度はさらに大きな数値を目指すべきで、そうではなく、令和 12年度までに 80％を目指すなら、目

標年度に達する前に徐々に数値を上げていく方が自然ではないか。 
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→事務局 

 「理解度等に合わせて課題に取り組む場面で、児童生徒が端末を週３回以上活用する学校の割合」

については、教育ＤＸの方向性として、国が掲げている数値目標が「令和８年度で 80％を達成」と

しており、それ以降の数値目標が現状示されていないことから、横並びの数値となってしまってい

る。一方で、ご意見いただいた通り、５年間で数値が横並びになっているＫＰＩがいくつかあるた

め、数値設定については改めて精査する。 

 

・委員 

  基本目標１の２「中心商業拠点の形成事業」のＫＰＩである「八潮駅周辺イベントへの八潮駅周

辺事業者の参加者数」とはどういうものか。 

→事務局 

  枝豆まつりや八潮夜市など、駅周辺のイベントに参加する、駅周辺の事業者数のことである。 

  ・委員 

   市がやるイベントなのに、駅周辺事業者の参加者数が２～３事業者ということがあるのか。ど

ういう事業を想定しているのか。 

→事務局 

おそらく出店としての単なる参加事業者ということではなく、あくまで駅周辺事業者の組織化

を目的とした事業であることから、イベントに運営側として携わる事業者を想定しているのでは

ないかと思われるが、詳細な内容については、担当課に確認する。 

 

 

 

 

 

４ その他 

本日お示しした素案について、なにか意見があれば、４月３日（水）までに、企画経営担当までお

送りいただきたい旨を説明。 

また、審議会資料の公開と議事録の公表について、委員から了承をいただいた。 

加えて、今後のおおまかなスケジュールについて、説明。 

 

５ 閉会 

以上 

→担当課回答 

本事業は、八潮駅周辺事業者の組織化を目的として、八潮駅周辺のイベントに共同参加する事業者

数を想定していたが、今回のご意見を踏まえて、改めてＫＰＩの設定等を精査する。 


